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【はじめに】当院では赤血球沈降速度測定（ESR）に，8 

従来よりWestergren法を原理とするESR-6000BP（テ9 

クノメディカ社：W法）を使用している．今回，我々10 

は ESR の迅速報告を目的に全自動赤血球沈降速度測11 

定装置 Roller20PN（フィンガルリンク社：R法）を12 

検討する機会を得たので報告する． 13 

【対象】2013 年 3 月～4月に血算と赤沈の同時依頼14 

があった検体 234 例を対象とした． 15 

【検討内容】①W法との相関 ②同時再現性 ③変16 

動因子の影響 ④検体保存の安定性 ⑤測定温度に17 

よる影響について検討を行った． 18 

【方法および結果】①W法との相関：n=234，r=0.890，19 

y=0.969x+12.164 と良好な結果が得られた．②同時20 

再現性：４群の５重測定による変動係数（CV）は，21 

正常値群（2-15mm）0.0%，軽度亢進群（16-25mm）12.9%，22 

中度亢進群（26-50mm）7.7%，高度亢進群（50mm 以23 

上）4.8%であった．③変動因子の影響：TP，CRP，RF24 

因子が異常値を示した検体との相関は TP：n=39，25 

r=0.857 CRP：n=50，r=0.801 RF 因子：n=45，26 

r=0.869 であった．④検体保存の安定性：室温と冷27 

蔵に保管し 72 時間後まで確認した結果，室温保存は28 

測定値に大きな変動を認めた．⑤測定温度による影29 

響：室温を 20℃，25℃，30℃に調整した状態で３回30 

測定した結果 25℃が最も安定していた． 31 

【まとめ】R法は W法と良好な相関を示した．測定32 

時間は１検体あたり 20 秒と短く迅速報告も可能で33 

ある．R法は EDTA 加血を使用することにより，血算34 

と赤沈の採血容器の併用が可能のためコスト削減や35 

採血量軽減も期待できる．以上より R法は日常検査36 

において有用性が高いと考えられた． 37 
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